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 　　  複数の違反に対する罰
　　  （規則 1.3c）

複数の違反をした場合、複数の罰を受けるのか、あるい
は1つの罰を受けるのかについての規定が簡単になり、
複数の違反の間に介在する出来事があったかどうかで
決定することになりました。介在する出来事とは①スト
ロークを完了した、または②違反に気づいたことを意味
します。

ストロークプレーで、バンカー内の球をプレーする前に
練習スイングをしたときにクラブヘッドが砂に触れてし
ましいました（2罰打）。その後で、球をストロークしまし
たが、その球をバンカーから出すかことができませんで
した。そしてまた練習スイングをしたらクラブヘッドが砂
に触れてしまいました（2罰打）。この場合、介在する出
来事(ストロークを完了した）があったので、罰は別々に
課せられ、プレーヤーは4罰打を受けることになります。

ストロークプレーで、バンカー内の球をプレーする前に
練習スイングをしたときにクラブヘッドが砂に触れてし
ましいました（2罰打）。その後で、再び練習スイングを
したらクラブヘッドがまた砂に触れてしまいました（2罰
打）。この場合、介在する出来事はなかったので、1つ
の罰だけが課せられ、プレーヤーは2罰打を受けるこ
とになります。
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2023年規則ではハンティキャップ競技でスコアカー
ドに記入するハンディキャップが正しいかどうかの責任
はプレーヤーではなく、委員会にあります。委員会は提
出されたスコアカードにその競技に適用する正しいハ
ンディキャップが記入されているかを確認し、そのハン
ディキャップを使用してネットスコアを算出する責任が
あります。プレーヤーがスコアカードにハンディキャップ
を記入していなかったり、間違ったハンディキャップを
記入していたとしても、プレーヤーに罰はありません。
スコアカードのハンディキャップが間違っていたプレー
ヤーが競技で優勝した場合、ハンディキャップについて
の責任は委員会にあるので、成績を訂正しなければなら
ず、これは運営上の誤りなので訂正をするための時限は
ありません。

ラウンド中やプレーの中断中に損傷したクラブは、クラ
ブを乱暴に扱った結果、損傷したのでなければ、修理し
たり、取り替えることができます。2019年規則ではロー
カルルールの制定なしには取り替えることを認めていま
せんでした。

2019年規則ではグリーンリーディングの使用の制限
（サイズと縮尺）はパッティンググリーン上で行われる
ストロークと、パッティンググリーン外からパッティング
グリーンにパターでプレーする場合に適用されていまし
たが、2023年規則ではパッティンググリーン上で行わ
れるストロークに対してのみ制限されます。

  　損傷したクラブの取り替え
 　　  （規則 4.1a）
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ゴルフ規則
主要改訂箇所の解説

2023年1月1日から2023年ゴルフ規則が施行されます。
2019年の大改訂以降初となる、今回の改訂規則ではゴルフ規則のプレーヤーズ版を廃止し、
ゴルフ規則アプリを活用することが推奨されています。
これは、環境問題に対する活動を支援するために紙ベースの書籍の発行部数を減らすこと、
そして近代化に対応するために規則に関する情報をオンライン化することを目的としています。
一方でゴルフ規則書とゴルフ規則のオフィシャルガイドはゴルフクラブ、ゴルフ競技の運営者、
レフェリーのためにこれまでと同様に書籍として発刊されます。

2023年規則では、これまでオンラインやオフィシャルガイドにより規則を補足的に説明していた「詳説」や
「解釈」を規則の規定の中に組み入れています。また、規定の明確化や文言の修正も引き続き行われました。
細かい修正を含めると今回の改訂は多岐にわたりますが、ここではプレーヤーがコース上で頻繁に使用する
規則やレフェリー、競技運営者が知っておくべき規則に関する改訂を解説いたします。
※文中の「一般の罰」はマッチプレーではホールの負け、ストロークプレーでは2罰打を意味します。
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4  　グリーンリーディング資料の使用 
  　（規則 4.3a）
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規則で認められていないのに球を取り替えてプレーし
た場合の罰が一般の罰から1罰打に軽減されます。

パッティンググリーン上で球をマークして拾い上げた後、
誤って別の球をリプレースしてプレーしてしまった場合、
プレーヤーは1罰打を受け、その球でプレーを続けなけ
ればなりません。

救済を受けてドロップ、リプレース、プレースした球が止
まった状態から自然によって動かされた場合、2019年
規則では新しい位置からプレーしていましたが、2023
年規則では、その球が他のコースエリアに止まった、ま
たはアウトオブバウンズに止まった場合は罰なしにリプ
レースしなければなりません。この規則の改訂は傾斜地
で処置をしなければならないプレーヤーを助けることに
なるでしょう。

レッドペナルティーエリア（池）に入った球に対してラテ
ラル救済を受けるため、そのペナルティーエリアの外の
急斜面に球をドロップしましたが、救済エリア内に止ま
らないので再ドロップをしましたが救済エリアに止まら
ず、その後、規則に基づいてプレースをしてようやく球
は救済エリア内に止まりました。その後でその球が風や
重力によって自然に動き出し、そのペナルティーエリア
（池）の中に入ってしまった場合、罰なしにその球を元
の箇所にリプレースしなければなりません。

2019年規則では、パッティンググリーン上に限り、プ
レーの線を示すために物を置くことを禁止していました。
2023年規則ではこの物を置くことの禁止はすべての
コースエリアに適用されます。
この違反の罰は一般の罰で、ストロークを行う前にその
物を取り除いても罰を免れることはできません。
なお、ホールの位置やペナルティーエリアの場所など公
開されている情報を示すためにストロークを行う前に人
を立たせることはこれまで通り違反とはなりません。た
だし、ストロークをする前にその人を移動させなければ
なりません。

崖下から球をプレーするのにプレーをしていく方向が分
からないので、狙いを定めるためにキャディーにペット
ボトルを置いてもらいました。この場合、プレーヤーは
一般の罰を受けます。

2023年規則では、規則が再プレーを要求しているのに
再プレーをしなかった場合、誤所からのプレーとはなら
ず、2罰打を加え（マッチプレーではそのホールの負け
となる）、その球でプレーを続けなければなりません。

ストロークプレーで、プレーした球が送電線に当たった
場合は再プレーをしなければならないローカルルール
を採用していました。ストロークした球が送電線に当
たったのに、再プレーをせずに、その球でプレーを続け
た場合、プレーヤーは2罰打を受けます。

ペナルティーエリアの救済やアンプレヤブルの救済の選
択肢として使用される後方線上の救済の救済エリアが
変更となりました。
2023年規則では、球を基準線上にドロップし、球がそ
の線上に落ちた箇所からどの方向にも1クラブレングス
の範囲が救済エリアとなります。つまり、ドロップした球
がホールに近づいて転がっても1クラブレングス以内に
止まっていれば、再ドロップをしてはいけません。

2019年規則では球が捜索時間内に見つかれば、その
見つかった球が自分の球であるかどうかを確認するた
めの合理的な時間が認められていました。2023年規
則ではこの合理的な時間を詳説18.2a（1）/3で明確に
し、プレーヤーは見つかった球を確認するために1分間
の時間が認められます。

プレーヤーは球を捜し始めてから2分30秒で球を見つ
けたが、その球が自分のものであることをすぐには確認
することができませんでした。この場合、そのプレーヤー
にはその球を確認するために1分の時間を認めることが
合理的であり、つまりプレーヤーは球を捜し始めてから
3分30秒以内でその球を確認することができれば、そ
の球は紛失とはなりません。

球が3分の捜索時間ぎりぎりに見つかりましたが、プ
レーヤーがその球が見つかった場所にいない場合、規
則18.2a（1）はプレーヤーがその球がある場所に行く
ための合理的な時間を認めているので、そこに到着して
から、プレーヤーがその球を確認するために1分以内の
時間が認められます。

障がいを持つプレーヤーのための規則の修正に関する
規則がプレーの規則の25条として新設されました。こ
のことはゴルフ規則がすべてのゴルファーを対象として
いることを意味しており、この25条は他の規則と同様に
すべての競技に適用されます。規則では障がいのカテゴ
リーを規定し、各カテゴリーのための規則の修正を規定
しています。

 　　  救済を受けた後に自然によって 
 　　  動かされた球（規則 9.3）

 　　  　障がいを持つプレーヤーのための
 　　  　規則の修正（規則 25）

 　　  後方線上の救済

 　　  取り替えた球の違反（規則 6.3b）
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 　　  プレーの線を示すために物を 
 　　  置くことの禁止（規則 10.2b）

 　　  再プレーを要求されるのに
 　　  しなかった場合
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 　　  　捜索時間内に見つけた球の確認 
 　　  　（規則 18.2a）

球がペナルティーエリアに入った地点
ドロップした球が最初に線上に触れた箇所
基点
救済エリア


